
仏
和
阿
凶

y
い
み
'
マ
ハ
v
ル
北
脇
判
弘
刺
悼
の
旦
尽
組
側
削
亦
久
毘
培

i
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
の
作
成
年
代
を
め
ぐ
っ
て

l

岩

鼻

通

明

一
通
絵
図
分
析
の
軌
跡
と
方
法

絵
図
学
の
体
系
化
を
試
み
る
際
の
ブ
ラ
ン
チ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

通
絵
図
分
析
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
絵
図
分
析
と
は
、
個
別

の
絵
図
を
現
地
調
査
や
史
料
批
判
を
交
え
て
解
読
し
て
い
く
方
法
に

対
し
て
、
複
数
の
絵
図
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
通
項
を

探
り
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
黒
田
日
出

男
は
、
絵
巻
物
の
分
析
方
法
に
は
「
単
独
の
絵
巻
物
の
分
析
」
、
「

絵
巻
物
群
の
分
析
」
、
「
通
絵
巻
物
分
析
」
の
三
つ
の
方
法
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
黒
田
昌
出
男
編
『
絵
爾
史
料
の
読
み

方
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
〉
。

具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
従
来
の
古
絵
図
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
地
図
発
達
史
的
研
究
も
複
数
の
古
絵
図
を
比
較
検
討
し
て
年

代
比
定
を
行
な
う
と
い
う
方
法
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
広
義
に

は
通
絵
図
分
析
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
(
地
図
発
達
史
的
研
究
も

し
く
は
進
歩
主
義
的
地
図
史
観
へ
の
批
判
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
堀

淳
一
「
「
地
図
論
」
論
」
津
野
梅
太
郎
他
『
地
図
の
記
号
論
』
批
評

社
、
一
九
九

O
年
、
な
ど
を
参
照
の
こ
と
〉
。

ま
た
、
近
年
、
日
本
中
世
史
の
分
野
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
始
め
た

絵
巻
な
ど
を
題
材
と
す
る
絵
画
史
料
研
究
も
ま
た
、
複
数
の
絵
画
史

料
か
ら
共
通
す
る
図
像
を
取
り
出
し
て
検
討
を
加
え
る
と
い
う
立
場

か
ら
し
て
通
絵
図
分
析
に
含
め
ら
れ
る
(
黒
田
日
出
男
吋
姿
と
し
ぐ

さ
の
中
世
史
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
保
立
道
久
『
中
世
の
愛
と

従
属
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
黒
田
日
出
男
「
〔
絵
巻
〕
子
ど
も

の
登
場
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
九
年
、
な
ど
が
代
表
例
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
〉
。
こ
の
立
場
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
渋
沢
敬
三
他

編
『
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
〈
角
川
書
居
、
一
九
六

六
年
、
新
版
は
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
〉
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
も
ま
た
、
社
寺
参
詣
隻
茶
羅
に
捕
か
れ
た
共
通
す
る
図
像
表

現
を
取
り
出
し
て
、
若
干
の
比
較
考
察
を
加
え
る
試
み
を
行
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
〈
拙
稿
「
社
寺
参
詣
隻
茶
羅
の
諸
相
」
難
波
田
徹
@
岩

鼻
通
明
編
『
神
社
古
図
集
続
編
』
臨
川
書
底
、
一
九
九

O
年
〉

D

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
古
文
書
史
料
か
ら
は
明
ら
か
に
し

え
な
い
中
世
の
人
や
物
の
機
能
を
、
そ
れ
ら
の
図
像
の
絵
画
表
現
を

通
し
て
解
明
す
る
と
い
う
要
素
が
強
く
、
絵
図
そ
の
も
の
の
比
較
検

討
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
場
合
が
多
い
。
広
義
の
通
絵
図
分
析
と

し
た
の
は
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。

一
方
、
通
絵
図
分
析
の
も
う
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ

ala--

チ
と
し
て
、
複

数
の
絵
図
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
か
ら
絵
図
表
現
の
枠
組
を
模
索
し

よ
う
と
す
る
、
絵
図
の
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
の
研

究
の
事
例
と
し
て
は
、
中
世
の
液
圏
絵
図
の
空
間
表
現
の
比
較
か
ら

中
世
絵
図
の
ラ
ン
ガ

l
ジ
ュ
を
検
討
し
た
吉
田
敏
弘
の
一
連
の
研
究

が
み
ら
れ
る
が
(
「
中
世
絵
図
の
ラ
ン
ガ

l
ジ
ュ
研
究
に
む
け
て
」

水
津
一
朗
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
人
文
地
理
学
の
視
圏
』
大
明

堂
、
一
九
八
六
年
、
「
四
歪
傍
示
絵
図
考
」
『
歴
史
地
理
学
』
一
四

四
、
一
九
八
九
年
〉
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
絵
図
の
表
現
シ
ス
テ
ム
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か
ら
中
世
に
お
け
る
空
間
認
識
の
法
則
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
題
材
は
、
京
都
洛
中
の
北
野
社
(
北

野
天
満
宮
〉
を
描
い
た
中
近
世
の
絵
図
群
で
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
を

は
じ
め
と
す
る
近
世
初
期
風
俗
画
に
北
野
社
近
辺
の
景
観
は
し
ば
し

ば
描
か
れ
て
き
た
。
近
年
、
洛
中
洛
外
図
の
諸
本
の
検
討
が
進
め
ら

れ
、
そ
れ
ら
の
作
成
年
代
考
証
に
つ
い
て
の
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い

る
(
今
谷
明
『
京
都
@
一
五
四
七
年
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
高

橋
康
夫
『
洛
中
洛
外
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
黒
田
日
出
男
『
謎

解
き
洛
中
洛
外
図
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
、
京
都
国
立
博
物
館

編
『
洛
中
洛
外
国
都
の
形
象
!
洛
中
洛
外
の
世
界
』
淡
交
社
、
一

九
九
七
年
〉
。
そ
れ
ら
の
成
果
に
よ
っ
て
、
洛
中
洛
外
図
の
諸
本
の

作
成
年
代
は
お
お
む
ね
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
最
近
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
社
寺

参
詣
憂
茶
羅
の
場
合
は
作
成
年
代
が
不
明
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、

そ
の
考
証
は
十
分
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
作
成
年
代
の
考

証
が
行
な
わ
れ
た
場
合
も
、
そ
の
方
法
は
た
と
え
ば
荘
園
絵
図
の
作

成
年
代
の
考
証
と
同
様
に
、
関
連
す
る
古
文
書
史
料
に
よ
る
検
討
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
〈
大
阪
市
立
博
物
館
編
『
社
寺
参
詣
畏
茶
羅
』

平
凡
社
、
一
九
八
七
年
、
難
波
田
徹
・
岩
鼻
通
明
編
『
神
社
古
図
集

続
編
』
臨
川
書
底
、
一
九
九

O
年
〉
。
そ
れ
に
対
し
、
下
坂
守
は
勧

進
活
動
と
工
房
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
、
参
詣
受
茶
羅
の
作
成
年

代
の
推
定
を
試
み
た
〈
『
参
詣
隻
茶
羅
』
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
)
。

し
か
し
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
大
部
分
が
作
成
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
参
詣
受
茶
羅
は
、
荘
園
絵
図
と
は
異
な
り
、
近
世
初

期
風
俗
画
な
ど
の
同
時
代
の
絵
画
史
料
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
検
討
が
十
分
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
参

詣
畏
茶
緩
相
瓦
聞
の
比
較
検
討
は
試
み
ら
れ
て
き
た
が
(
西
山
克
「

那
智
参
詣
隻
茶
羅
諸
本
の
系
統
と
明
星
院
本
」
『
岡
崎
市
史
研
究
』

一
O
、
一
九
八
八
年
〉
、
同
時
代
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
図
や
絵
画

史
料
と
の
比
較
は
ほ
と
ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
と
北
野
社
を

描
い
た
近
世
初
期
風
俗
画
な
ど
の
作
成
年
代
の
明
確
な
絵
画
史
料
と

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
に
描
か
れ

た
北
野
社
の
景
観
年
代
お
よ
び
作
成
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
を
試
み

た
い
。筆

者
は
か
つ
て
立
山
隻
茶
羅
の
諸
本
を
事
例
と
し
て
、
そ
れ
ら
を

作
成
年
代
ご
と
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
試
み
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
際
に
は
、
作
成
年
代
の
判
明
す
る
数
点
の
立
山
隻
茶
羅
を

軸
に
、
図
中
に
描
か
れ
た
い
く
つ
か
の
図
像
表
現
の
変
遷
を
指
標
と

し
て
、
諸
本
の
お
お
よ
そ
の
作
成
年
代
の
推
定
を
試
み
た
(
拙
稿
「

立
山
マ
ン
ダ
ラ
作
成
年
代
考
」
吋
山
岳
修
験
』
二
、
一
九
八
六
年
〉
。

絵
図
に
描
か
れ
た
景
観
の
変
遷
を
辿
る
と
い
う
方
法
は
歴
史
地
理

学
に
お
け
る
伝
統
的
研
究
ス
タ
イ
ル
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

参
詣
憂
茶
羅
の
よ
う
な
従
来
の
古
地
図
研
究
の
範
曙
に
は
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
絵
図
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
分
析
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
図
学
の
構
築
に
多
少
な
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り
と
も
寄
与
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
の
関
心
は
絵
図
発
達
史
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

参
詣
夏
茶
羅
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
宗
教
絵
図
に
お
け
る
空
間
表
現

の
枠
組
の
解
明
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
風
俗
画
な
ど
の
世
俗

的
な
絵
図
と
の
比
較
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
絵
図
と

し
て
の
特
徴
が
浮
き
彫
り
と
な
る
面
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
絵
図

学
の
体
系
化
は
多
角
的
な
分
析
@
読
解
作
業
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

進
展
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
近
世
初
期
風
俗
画
に
描
か
れ
た
北
野
社

近
世
初
期
風
俗
画
と
は
、
洛
中
洛
外
図
や
、
遊
楽
図
、
祭
礼
図
、

歌
舞
伎
図
な
ど
を
含
む
ジ
ャ
ン
ル
を
指
し
〈
武
田
恒
夫
編
『
近
世
初

期
風
俗
菌
』
歪
文
堂
、
一
九
六
七
年
〉
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
北
野
社

を
図
中
に
描
い
た
も
の
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
な
る
べ

く
年
代
順
に
近
世
初
期
風
俗
画
に
描
か
れ
た
北
野
社
の
景
観
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

さ
て
、
洛
中
洛
外
図
の
遺
品
は
、
従
来
紹
介
さ
れ
た
も
の
だ
け
で

も
七
十
余
点
を
数
え
る
と
い
わ
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
作
成
さ
れ
た

初
期
洛
中
洛
外
図
は
わ
ず
か
に
歴
博
甲
本
〈
か
つ
て
三
条
本
な
い
し

町
田
本
と
称
さ
れ
た
も
の

l
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)
、

上
杉
本
(
上
杉
家
か
ら
一
九
九

O
年
に
米
沢
市
に
寄
贈
さ
れ
た
)
、

歴
博
乙
本
(
旧
高
橋
本
〉
の
三
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
(
丸
山

伸
彦
「
洛
・
中
洛
外
図
扉
風
〈
歴
博
乙
本
〉
」
『
歴
博
』
三
六
、
一
九

八
九
年
〉
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
室
町
期
の
洛
中
洛
外
図
に
表
現
さ
れ
た
北
野
社

の
境
内
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
を
含
む
北
野
社
を
描
い
た
絵
画
史
料
に
つ
い
て
の
諸
本
の
異
同
を

比
較
し
て
表
に
ま
と
め
た
高
橋
康
夫
の
研
究
が
あ
る
の
で
〈
『
洛
中

洛
外
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
〉
、
そ
れ
を
参
考
と
し
な
が
ら
以
下

の
検
討
を
進
め
た
い
。

最
初
に
、
現
存
す
る
洛
中
洛
外
図
の
う
ち
で
は
最
吉
と
さ
れ
、
一

五
三

O
年
前
後
の
景
観
を
描
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
歴
博
甲

本
に
表
現
さ
れ
た
北
野
社
の
景
観
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
〈
図

1
〉。

こ
の
北
野
社
境
内
の
景
観
描
写
に
つ
い
て
は
、
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』

〈
石
田
@
内
藤
@
森
谷
監
修
司
洛
中
洛
外
図
大
観
町
田
家
田
蔵
本
』

小
学
館
、
一
九
八
七
年
)
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
殿
・
拝
殿
〈
図
中
の
記
号
A
〉
は
南
面
し

権
現
造
で
屋
根
は
桧
皮
葺
、
蔵

(
B
〉
は
東
面
し
屋
根
は
切
妻
の
板

葺
、
鐘
楼
〈

C
)
は
板
葺
(
切
妻
〉
、
表
門

(
D
〉
は
南
面
し
四
脚

門
で
桧
皮
葺
、
社
殿
〈
地
主
神

i
E
〉
は
南
面
し
切
妻
の
桧
皮
葺
に

描
か
れ
、
忌
明
塔
〈
五
輪
石
塔

l
F
〉
や
石
鳥
居

(
G
〉
、
本
殿
前

の
梅
樹
や
背
後
の
十
二
末
社

(
H
)
も
描
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
一
五
五

O
年
前
後
の
景
観
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
る
上
杉

本
に
表
現
さ
れ
た
北
野
社
の
景
観
に
つ
い
て
同
様
に
検
討
を
続
け
た

い
(
図

2
〉
。
こ
れ
も
ま
た
、
『
溶
中
洛
外
図
大
観
』
〈
石
田
@
内

藤
・
森
谷
監
修
『
洛
中
洛
外
図
大
観
上
杉
家
本
』
小
学
館
、
一
九

八
七
年
〉
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
本
殿
・
拝
殿

(
A
〉
は
南
面
し
権
現
造
で
屋
根
は
桧
皮
葺
、
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〈に表 E 鐘し本八洛さ口は 3 に表も O なべで忌皮鐘
F 描門〉楼権殿八中れ絵、〉つ現の年最く l屋明葺楼
〉か〈はは現@年洛てに『 。いさと前後なス根塔、〈
とれ D 上描造拝、外いカ洛こてれさ後につがは(表 C
石て〉 部かで殿巻』るラ中の検たれの、て広桧 F 門〉
鳥いはがれ 屋〈頭平".-.. . 洛 絵 討 北 る 景 ゃ い い 皮 〉 ( は
居る南金ず根 A 口 凡 高 図 外図し野歴観はるた葺と D 切
ハ。面雲、 は 〉 絵 社 橋 版 』にた社博をり。めに石〉妻
G 忌しに社桧は参、康がの ついの乙描一 、描鳥はの
〉明 楼隠殿皮南照一夫掲巻い〈景本い五 景か居南桧
の塔門れ〈葺面〉九『載頭て図観にた五 観れ〈面皮

表 て G し葺
現い〉四
はるも抑社
他。み門殿

図の上えで(
l諸杉、桧 E
本本輪皮)

闘には蔵葺は
簿比金〈に南
国べ雲 I描面
去るの〉かし

と占はれ切
若め宝て妻
干る形いの
少ス造る桧

脇
に
妻
入
の
桧
皮
葺
の
小
社
〈
J
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
輪
蔵
〈

1
)

は
表
門
の
左
上
に
み
え
る
。

こ
れ
ら
一
一
一
点
の
室
町
時
代
の
北
野
社
の
景
観
を
描
い
た
洛
中
洛
外

図
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
も

図

2

上

杉

本

図

3

歴
博
乙
本

p 

町民、D

A
G
 

バ

42多~
令グ

ゐ!

門向F
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録立作杉と代がはい野と模博た料さ比 乙明に 野の
博例本さの、江(社記本物いとら較こ本塔対た社の

桃物との れ景原戸図にす〈館。のにでれでもしとの
山館さ中、観本期 4 つ〉以蔵ま比同はらは歴、え景細
時編れ間 歴をはの)いに下 の ず 較 時 不 は 上 博 歴 ば 観 部
代 『るに博描一作。て描、洛、検代充三部甲博、でに
の特(位甲い五成こ検か東中東討の分点の本乙表あは
祭別神置本て四での討れ 博洛京を絵なの笠で本門る微
礼展戸すとい O あ模した模 外 国 進 酉 た み が は で は の 妙
と図市る上る年る本た北本図立め史めのこ五は歴かな

高F鴻EK1話予p仔
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重輪楼 1専を相
に塔門甲判違
なでと本断点
つあしとすが

図たるて上る存
4 石の描杉の在

塔にか本はし
東と対れでか、
博ししてはない
模て、い四りず
本描上る脚図れ

か杉。門難が
れ本までで正
てとたああ確
い歴、るるな
る博忌の。北



〉
。
本
殿
・
拝
殿
は
南
面
し
桧
皮
葺
の
権
現
造
で
、
鐘
楼

(
C
〉
は

切
妻
、
表
門

(
D
〉
は
南
面
し
四
脚
門
で
桧
皮
葺
に
描
か
れ
、
忌
明

塔
〈

F
)
、
石
鳥
居
〈

G
)
、
輪
蔵
〈

I
〉
、
切
妻
桧
皮
葺
の
小
澗

(
K
)
も
み
え
る
。
こ
の
絵
図
も
歴
博
甲
本
お
よ
び
東
博
模
本
と
共

通
点
が
存
在
す
る
。

さ
ら
に
、
洛
中
洛
外
図
一
扇
面
画
帖
(
個
人
蔵
〉
に
北
野
社
を
描
い

た
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
図

6

洛
中
洛
外
図
一
扇
面
画
帖

図
6
)
。
こ
の
図
に
は
「
元
秀

」
の
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
狩

野
宗
秀
〈
松
栄
の
子
、
永
徳
の

弟
〉
が
用
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。

景
観
表
現
は
上
杉
本
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
(
神

戸
市
立
博
物
館
編
明
特
別
展
図

録
桃
山
時
代
の
祭
礼
と
遊
楽
』

一
九
八
六
年
〉
。
北
野
社
の
景

観
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
本

殿
@
拝
殿
〈

A
〉
は
桧
皮
葺
の

権
現
造
で
、
鐘
楼
ハ
C
〉
は
入

母
屋
造
の
桧
皮
葺
、
表
門

(
D
)

は
四
脚
門
で
桧
皮
葺
、
本
殿
の

背
後
の
末
社
〈

E
-
H
〉
、
拝

殿
前
庭
の
板
葺
入
母
屋
造
の
小

澗
〈

K
〉
も
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
扇
面
図
と
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
洛
中
洛
外
図
面
帖
〈
個

人
蔵
〉
が
あ
る
(
図

7
〉
。
こ
の
画
帖
は
、
現
在
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
る
「
元
信
」
印
の
あ
る
吉
川
家
本
の
洛
中
洛
外
図
帖
と
描
写
内

容
が
細
部
に
わ
た
っ
て
一
致
し
、
そ
の
景
観
年
代
も
上
杉
本
に
近
い

こ
と
か
ら
、
初
期
洛
中
洛
外
図
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ

れ
る
〈
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
特
別
展
図
録
桃
山
時
代
の
祭
礼
と

遊
楽
』
一
九
八
六
年
〉
。
北
野
社
の
景
観
に
つ
い
て
は
、
本
殿
@
拝

殿
〈

A
〉
は
桧
皮
葺
の
権
現
造
、
表
門
〈

D
〉
は
四
脚
門
で
桧
皮
葺
、

蔵

(
B
〉
、
輪
蔵
〈

I
〉
、
入
母
屋
で
桧
皮
葺
の
小
洞
〈

K
〉
も
描

か
れ
て
い
る
。

図

7

洛
中
洛
外
図
面
帖

。

/戸、¥A

/¥ 

一 再一、-
ζ¥  
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以
上
あ
わ
せ
て
七
点
の
北
野

社
を
描
い
た
絵
図
か
ら
室
町
末

期
の
北
野
社
の
景
観
が
お
お
む

ね
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

表
門
は
、
歴
博
乙
本
以
外
は

四
脚
門
で
あ
り
、
忌
明
塔
も
上

杉
本
と
歴
博
乙
本
以
外
は
五
輪

塔
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
表
現

が
正
し
い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

た
だ
、
拝
殿
前
庭
の
小
網
の

よ
う
に
、
桧
皮
葺
か
板
葺
か
、

切
妻
造
か
入
母
屋
造
か
不
明
な

も
の
も
残
る
た
め
、
細
部
の
正

確
な
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
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安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、
京
都
の
町
は
急

速
に
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
。
豊
臣
秀
吉
は
一
五
八
六
年
、
衆
楽
第

建
設
に
着
手
し
、
一
五
九
一
年
に
は
京
域
を
囲
む
御
土
居
と
呼
ば
れ

る
土
塁
を
築
造
し
、
京
都
の
街
一
区
再
編
成
を
行
な
っ
た
。
北
野
社
境

内
の
西
端
に
、
こ
の
御
土
居
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

秀
頼
に
よ
っ
て
方
広
寺
大
仏
殿
や
豊
国
廟
の
建
設
が
行
な
わ
れ
、
一

六

O
三
年
に
は
徳
川
家
康
が
二
条
城
を
建
造
し
た
。
北
野
社
も
ま
た
、

秀
頼
の
発
願
で
一
六

O
七
年
に
社
殿
の
大
改
築
が
行
な
わ
れ
た
。
筆

者
の
憶
、
測
で
は
、
豊
臣
家
と
北
野
社
の
関
係
が
北
野
社
参
詣
受
茶
躍

の
成
立
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
〈
京
都
文
化

博
物
館
編
『
秀
吉
と
京
都
l

豊
国
神
社
社
宝
展
』
豊
国
神
社
、
一
九

九
八
年
〉
。

た
だ
し
、
秀
吉
の
時
代
の
京
都
を
描
い
た
絵
画
史
料
は
、
わ
ず
か

に
莱
楽
第
図
扉
風
〈
三
井
文
庫
蔵
〉
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
ず
、
残
念

な
が
ら
洛
中
洛
外
図
は
二
条
城
建
造
以
降
の
景
観
を
描
い
た
も
の
し

か
伝
来
し
て
い
な
い
〈
辻
惟
雄
編
『
洛
中
洛
外
図
』
至
文
堂
、
一
九

七
六
年
〉
。
こ
れ
ら
江
戸
初
期
の
洛
中
洛
外
図
に
み
え
る
北
野
社
の

景
観
に
つ
い
て
、
以
下
で
検
討
を
加
え
た
い
。

二
条
城
建
造
以
降
の
新
し
い
京
都
の
状
況
を
描
い
た
洛
中
洛
外
図

で
は
、
左
隻
の
中
央
部
に
大
き
く
二
条
城
が
表
現
さ
れ
る
定
型
が
成

立
し
、
初
期
洛
中
洛
外
図
の
定
型
に
対
し
て
、
こ
の
新
た
な
定
型
は

第
二
定
型
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
定
型
の
洛
中
洛
外
図
に
お

い
て
は
、
北
野
社
は
一
一
条
城
の
右
上
の
あ
た
り
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
第
二
定
型
の
洛
中
洛
外
図
の
諸
本
の
中
で
、
唯
一
、
秀
頼
の

大
改
築
以
前
の
北
野
社
の
景
観
を
描
い
て
い
る
の
が
延
命
寺
本
で
あ

る
(
図

8
)
。
延
命
寺
本
は
「
大
坂
夏
の
陣
の
折
り
、
豊
臣
方
の
御

座
船
に
あ
っ
た
品
」
と
の
寺
伝
が
あ
り
、
慶
長
期
に
草
創
さ
れ
た
延

命
寺
に
そ
の
後
ま
も
な
く
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
(
武
田

恒
夫
編
『
日
本
廃
風
絵
集
成
第
十
一
巻
風
俗
画
!
洛
中
洛
外
』

講
談
社
、
一
九
七
八
年
〉
。
こ
の
延
命
寺
本
の
景
観
年
代
は
一
六

O

六
年
九
月
に
再
建
さ
れ
た
東
寺
金
堂
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
が
上
限
で
、
北
野
社
が
改
築
さ
れ
る
一
六

O
七
年
十
二
月

図

8

延

命

寺

本

図

9

山
岡
本

〉守

f士三

~ 
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が
下
限
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
内
藤
田
田
「
洛
中
洛
外
図
の
景

観
分
析
」
石
田
@
内
藤
@
森
谷
監
修
『
洛
中
洛
外
図
大
観
舟
木
家

旧
蔵
本
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
〉
。
本
殿
・
拝
殿

(
A
〉
は
桧
皮

葺
の
権
現
造
、
表
門
〈

D
)
は
四
脚
門
だ
が
、
鐘
楼

(
C
〉
は
袴
腰

の
付
い
た
入
母
屋
屋
根
の
楼
造
に
捕
か
れ
て
い
る
。
石
鳥
居
の
あ
た

り
は
破
損
が
著
し
く
、
確
認
で
き
な
い
が
、
拝
殿
の
軒
先
に
絵
馬
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
の
が
み
え
る
。

北
野
社
の
大
改
築
以
降
の
景
観
を
描
い
た
第
二
定
型
の
洛
中
洛
外

図
の
代
表
例
と
さ
れ
る
の
が
、
山
岡
家
旧
蔵
A
本
(
以
下
山
岡
本
と

略
称
〉
で
あ
る
(
図

9
〉
。
山
岡
本
は
左
隻
に
あ
た
る
片
双
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
が
、
北
野
社
の
大
改
築
直
後
の
一
六

O
八
年
頃
の
作

成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
辻
惟
雄
編
『
洛
中
洛
外
図
』
至
文
堂
、
一

九
七
六
年
〉
。
山
岡
本
に
描
か
れ
た
北
野
社
の
景
観
を
み
る
と
、
す

ぐ
自
に
着
く
の
が
、
大
改
築
に
よ
っ
て
拝
殿
の
左
右
に
付
け
ら
れ
た

楽
の
聞
と
拝
殿
の
前
庭
を
囲
む
回
廊

(
L
)
、
そ
の
正
面
の
三
光
門

(
M
)
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
東
門

(
O
〉
の
脇
の
鐘
楼

(
C
)

が
袴
腰
の
付
い
た
入
母
屋
屋
根
の
楼
造
に
描
か
れ
て
い
た
り
、
表
門

の
右
下
に
多
宝
塔
〈

N
)
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
初
期
洛
中
洛

外
図
と
は
異
な
る
景
観
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
殿
の
背
後
に
は
横
長

に
描
か
れ
た
十
二
末
社
〈
H
〉
も
み
え
る
。

こ
の
山
岡
本
に
表
現
内
容
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
姉
妹
本
と

想
定
さ
れ
る
洛
中
洛
外
図
と
し
て
、
勝
興
寺
本
が
あ
る
〈
図
印
〉
。

勝
興
寺
本
は
一
双
を
完
備
し
て
お
り
、
南
御
門
を
持
た
な
い
内
裏
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
景
観
年
代
の
下
限
は
一
六
一
四
年

と
さ
れ
る
〈
辻
惟
雄
編
『
洛
中
洛
外
図
』
歪
文
堂
、
一
九
七
六
年
〉
。

勝
興
寺
本
に
み
え
る
北
野
社
の
景
観
は
ほ
と
ん
ど
山
岡
本
と
同
様
で

あ
り
、
表
門
は
四
脚
門
で
、
門
外
に
は
忌
明
塔
〈

F
)
と
、
そ
の
脇

の
小
社

(
J
)
が

描

か

れ

て

い

る

。

図

日

林

原

美

術

館

本

図

叩

勝

興

寺

本

ぷi
C t<+ニ

A 
だ岬

ベー

ド

h 
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第
二
定
型
を
展
開
さ
せ
て
、
民
衆
的
要
素
の
内
容
と
し
た
洛
中
洛

外
図
に
林
原
美
術
館
本
〈
池
田
家
旧
蔵
〉
が
あ
る
(
図
日
〉
。
林
原

美
術
館
本
で
は
、
二
条
城
は
縮
小
さ
れ
て
描
か
れ
、
背
景
の
社
寺
@

名
所
は
詳
細
な
描
写
を
回
復
し
て
い
る
。
林
原
美
術
館
本
の
景
観
年

代
は
一
六
一
五
j

一
七
年
頃
と
さ
れ
る
(
辻
惟
雄
編
『
洛
中
洛
外
図
』

歪
文
堂
、
一
九
七
六
年
〉
。
北
野
社
境
内
の
表
現
も
、
山
岡
本
@
勝

興
寺
本
に
比
べ
る
と
詳
細
で
あ
り
、
東
門

(
O
)
が
築
地
塀
か
ら
少

し
内
側
に
引
っ
込
ん
で
描
か
れ
て
い
た
り
、
手
水
舎
な
ど
の
建
物
が
、

山
岡
本
@
勝
興
寺
本
で
は
屋
根
だ
け
し
か
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の

を
、
下
部
ま
で
描
き
込
む
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

三
光
門
〈

M
〉
の
前
に
は
北
野
社
ゆ
か
り
の
牛
の
絵
馬
を
か
つ
い
で

奉
納
し
よ
う
と
す
る
人
物
の
姿
も
み
え
る
〈
杉
浦
康
平
「
天
の
牛
@

雷
神
@
斑
の
カ
」
『
太
陽
ス
ペ
シ
ャ
ル
天
神
伝
説
』
平
凡
社
、
一

九
八
七
年
)
。

こ
の
時
代
以
降
の
洛
中
洛
外
図
は
次
第
に
表
現
内
容
が
固
定
化
し

て
い
く
傾
向
に
あ
る
が
、
北
野
社
の
景
観
を
比
較
的
詳
細
に
描
い
て

い
る
も
の
と
し
て
、
次
に
大
阪
南
蛮
美
術
館
B
本
を
取
り
上
げ
て
み

た
い
(
図
臼
〉
。
こ
の
洛
中
洛
外
図
は
寛
永
期
を
中
心
と
す
る
十
七

世
紀
前
半
の
作
成
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
北
野
社
や
豊
国
廟
、
方
広

寺
大
仏
殿
、
三
十
三
間
堂
と
い
っ
た
豊
臣
家
に
よ
っ
て
創
建
・
再
興

さ
れ
た
社
寺
が
と
り
わ
け
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

み
ら
れ
る
〈
武
田
恒
夫
「
洛
中
洛
外
図
の
行
方
」
『
古
美
術
』
八
八
、

一
九
八
八
年
〉
。
北
野
社
の
表
現
は
林
原
美
術
館
本
よ
り
も
更
に
詳

細
な
部
分
も
み
ら
れ
、
東
門
外
に
小
社
を
描
い
た
り
、
忌
明
塔
〈

F
〉

の
脇
に
は
ふ
た
つ
の
小
社

(
J
〉
が
み
え
、
表
門
〈

D
〉
と
三
光
門

(
M
〉
の
聞
に
三
基
の
石
灯
篭
や
小
一
臓
を
描
く
と
い
っ
た
点
が
み
ら

れ
る
。
し
か
し
、
塔
〈

N
〉
は
多
宝
塔
で
な
く
、
一
二
重
塔
と
し
て
描

か
れ
る
と
い
っ
た
誤
り
も
存
在
す
る
。

図

ロ

南

蛮

美

術

館

本

図

日

A 

汁補

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本

C 、一

づ久i
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洛
中
洛
外
図
の
表
現
内
容
が
固
定
化
に
向
か
う
一
方
で
、
江
戸
初

期
に
は
洛
中
洛
外
図
か
ら
特
定
の
部
分
を
抜
き
出
し
た
名
所
図
・
遊

楽
図
・
祭
礼
図
が
成
立
す
る
に
至
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
も
北
野
社
境

内
を
描
い
た
絵
図
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
た
め
、
検
討
を
加
え
た
い
。

こ
れ
ら
の
絵
図
の
中
で
、
唯
一
、
北
野
社
の
大
改
築
以
前
の
景
観

表
現
の
み
え
る
も
の
と
し
て
、
東
山
@
北
野
遊
楽
図
(
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
蔵
〉
が
あ
る
(
図
日
〉
。
こ
の
絵
図
は
、
右
隻
に
祇
園
社
と

清
水
寺
、
左
隻
に
北
野
社
を
描
く
(
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
特
別
展

図
録
桃
山
時
代
の
祭
礼
と
遊
楽
』
一
九
八
六
年
〉
。
本
殿
@
拝
殿

(
A
〉
は
南
面
し
権
現
造
で
桧
皮
葺
、
拝
殿
の
左
右
の
楽
の
聞
や
回

廊
は
み
ら
れ
な
い
が
、
右
端
部
の
鏡
楼

(
C
〉
は
既
に
袴
腰
の
付
い

た
入
母
屋
屋
根
の
楼
造
に
描
か
れ
て
い
る
。
拝
殿
の
前
に
は
一
基
の

石
灯
篭
、
左
上
に
は
小
闘
が
み
え
る
。
表
門
〈

D
〉
は
四
脚
門
で
桧

皮
葺
、
そ
の
左
上
に
雲
畑
か
ら
輪
蔵

(
I
〉
の
屋
根
が
の
ぞ
い
て
い

る
。
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
北
野
社
の
景
観
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
成

と
推
定
さ
れ
る
洛
中
洛
外
図
の
延
命
寺
本
に
共
通
す
る
部
分
が
み
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
楼
造
の
鐘
楼
は
両
者
に
描
か
れ
て
お
り
、
慶
長

の
大
改
築
以
前
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
に
、
表
現
内
容
が
類
似
し
て
い
る
も
の
と

し
て
、
東
山
・
北
野
遊
楽
図
(
世
尊
院
蔵
〉
が
あ
る
(
図
比
)
。
た

だ
し
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
北
野
社
の
景
観
は
慶
長
の
大
改
築
以

降
の
姿
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
境
内
の
表
現
は
か
な
り
不
正
確
な
部

分
も
多
く
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
に
若
干
の
手
直
し
を
加
え
た
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
(
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
特
別
展
図
録
桃
山
時

代
の
祭
礼
と
遊
楽
』
一
九
八
六
年
〉
。
た
と
え
ば
、
三
光
門
〈

M
〉

の
配
置
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
の
表
門
の
位
置
に
近
く
、
世
尊
院

本
で
は
、
む
し
ろ
そ
の
外
側
に
表
門
を
描
き
加
え
た
感
が
あ
る
。
回

廊
も
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
の
築
地
塀
を
修
正
し
た
に
と
ど
ま
っ
て

図

は

世

尊

院

本

図

日

神

明

社

本

C 目

2 

人¥

ペ恥
M

百
、と
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い
る
た
め
、
拝
殿
に
つ
な
が
る
形
で
は
描
か
れ
ず
、
拝
殿
脇
の
楽
の

障
も
み
え
な
い
。
鐘
楼
〈

C
)
や
石
灯
篭
の
表
現
も
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
多
宝
塔
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
も
共

通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
は
共
通
す
る
原
本
か
ら
派

生
し
た
も
の
と
み
る
観
点
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
北
野
社
の
大
改
築
以
降
の
景
観
を
か
な
り
正
確
に

描
い
て
い
る
絵
図
と
し
て
、
北
野
社
頭
阿
国
歌
舞
伎
図
(
神
明
社
蔵
〉

が
あ
る
(
図
日
〉
。
こ
の
絵
図
に
は
、
前
述
の
第
二
定
型
の
洛
中
洛

外
図
に
み
ら
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
北
野
社
境
内
の
景
観
が
描
か
れ

て
い
る
。
図
の
左
三
分
の
一
に
歌
舞
伎
の
場
面
が
表
現
さ
れ
、
残
り

の
部
分
に
北
野
社
の
境
内
が
表
現
さ
れ
て
い
る
(
神
戸
市
立
博
物
館

編
『
特
別
展
図
録
桃
山
時
代
の
祭
礼
と
遊
楽
』
一
九
八
六
年
、
難

波
田
徹
@
岩
鼻
通
明
編
『
神
社
古
図
集
続
編
』
臨
川
書
底
、
一
九

九

O
)
。
本
殿
の
一
部
が
右
端
部
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
殿
の
背

後
や
鐘
楼
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
拝
殿
と
そ
の
前
庭
を
囲
む
回
廊

〈
L
)
や
三
光
門
〈

M
)
、
多
宝
塔
〈

N
〉
が
み
え
、
東
門
外
の
小

社
も
門
の
左
手
に
描
か
れ
る
な
ど
詳
細
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
表

門
の
外
に
は
、
忌
明
塔

(
F
)
と
石
鳥
居
〈

G
〉
、
そ
の
脇
の
小
社

〈
J
)
も
み
え
る
。

こ
こ
ま
で
検
討
を
続
け
て
き
た
絵
図
に
お
い
て
は
、
北
野
社
境
内

の
本
殿
@
拝
殿
の
背
後
(
北
側
〉
お
よ
び
西
側
の
部
分
が
雲
畑
に
隠

れ
る
な
ど
し
て
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
部
分
を
詳
細
に
描
く
絵
図
と
し
て
、
祇
園
社
・
北
野
社
図
扉
風

(
長
円
寺
蔵
〉
が
あ
る
(
図
凶
〉
。
慶
長
の
大
改
築
以
降
の
北
野
社

境
内
の
景
観
を
描
く
と
こ
ろ
は
諸
本
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
本
殿
・

拝
殿
の
西
側
の
部
分
に
数
多
く
の
末
社
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
(
長
円
寺
本
の
写
真
図
版
は
、
内
藤
田
自
「
近
世
洛
中
洛
外

図
扉
風
の
景
観
類
型
」
『
国
華
』
九
五
九
、
一
九
七
三
年
、
参
照
)
。

図

日

長

円

寺

本

榊

図
17 

高
津
文
化
会
館
本
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洛
中
洛
外
図
に
お
い
て
は
、
西
を
上
に
し
て
北
野
社
を
描
く
の
が

定
型
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
型
か
ら
は
ず
れ
て
、
北
を
上
に
し
て
南

か
ら
傍
観
し
た
北
野
社
を
描
い
た
洛
中
洛
外
図
に
高
津
文
化
会
館
本

が
あ
る
(
図
げ
〉
。
こ
の
絵
図
は
高
瀬
川
の
存
在
か
ら
一
六
一
三
年

以
降
の
景
観
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
作
成
年
代
も
そ
れ
と
さ

ほ
ど
隔
た
ら
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
回
廊

(
L
〉
は
描
く
が
、

三
光
門
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
誤
り
も
み
ら
れ
る
が
、
境
内

北
側
の
末
社
は
長
円
寺
本
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
に
せ
よ
、
い
く
つ
か

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
北
野
社
を
描
く
絵
図
の
諸
本
の
比
較
検
討
を
試
み
た
が
、

慶
長
の
大
改
築
以
前
と
以
降
で
は
、
北
野
社
の
景
観
が
明
確
に
描
き

分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

三
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
に
描
か
れ
た
北
野
社

前
章
で
述
べ
た
、
近
世
初
期
風
俗
画
に
み
る
北
野
社
の
景
観
変
遷

の
検
討
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
本
章
で
は
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
に
描
か

れ
た
北
野
社
境
内
の
景
観
年
代
の
検
討
を
行
な
い
、
併
せ
て
そ
の
作

成
年
代
の
推
定
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

ま
ず
、
北
野
社
参
詣
島
民
茶
羅
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
の
従
来
の
見

解
を
振
り
返
る
と
、
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
編

纂
さ
れ
た
『
北
野
麓
草
図
書
』
や
『
北
野
拾
葉
』
に
「
北
野
受
茶
羅
」

と
し
て
収
録
さ
れ
、
竹
内
秀
男
は
「
北
野
社
頭
古
絵
図
」
と
し
て
紹

介
し
た
(
『
北
野
天
満
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
〉
。

し
か
し
、
こ
の
絵
図
を
社
寺
参
詣
隻
茶
羅
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置

付
け
を
行
な
っ
た
の
は
、
難
波
田
徹
で
あ
る
(
「
京
都
の
経
塚
考
!

北
野
天
満
宮
境
内
の
経
塚
」
『
史
迩
と
美
術
』
五

O
三
、
一
九
八

O

年
、
「
京
都
府
下
の
参
詣
憂
茶
羅
図
」
『
文
化
財
報
』
三
四
、
京
都

府
文
化
財
保
護
基
金
、
一
九
八
一
年
、
「
京
の
古
絵
図
(
社
頭
図
@

参
詣
図
〉
」
赤
井
達
郎
編
円
京
都
千
年
二
寺
と
社
l
古
寺
社
へ

の
道
』
講
談
社
、
一
九
八
四
年
〉
。
難
波
田
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
原

本
の
所
在
は
不
明
で
、
一
九
二
一
年
の
写
本
が
北
野
天
満
宮
に
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
原
本
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
の
絵
図
は

い
わ
ゆ
る
宮
蔓
茶
羅
の
系
統
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
室
町
時
代
末
期

の
参
詣
蔓
茶
羅
の
初
期
的
作
例
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
市
立
博
物
館
で
の
特
別
展
「
社
寺
参
詣
憂
茶
羅
」

に
際
し
て
、
福
原
敏
男
に
よ
っ
て
、
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
の
原
本
が

再
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
特
別
展
以
降
、
多
く
の
研
究
者
が
北
野
社
参

詣
隻
茶
羅
の
原
本
を
実
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
野
社
参
詣
憂
茶

羅
を
め
ぐ
る
研
究
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
福
原
も
難
波
田
の
見
解
を
踏
襲
し
て
、
原
本
は
絹
本
で
あ

り
、
富
士
や
熱
田
社
の
参
詣
憂
茶
羅
と
と
も
に
、
初
期
の
作
例
で
あ

る
と
し
て
い
る
(
『
特
別
展
目
録
社
寺
参
詣
憂
茶
羅
』
大
阪
市
立

博
物
館
、
一
九
八
七
年
、
な
お
、
同
書
に
は
写
本
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
写
本
は
早
く
、
奈
良
国
立
博
物
館
編
円
垂
迩
美

術
』
角
川
書
庖
、
一
九
六
四
年
、
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
〉
。
近
年
、

西
国
霊
場
の
参
詣
夏
茶
羅
の
比
較
調
査
研
究
を
行
な
っ
た
藤
沢
隆
子

も
ま
た
、
材
質
が
絹
本
で
あ
る
高
野
山
、
北
野
社
、
熱
田
社
、
富
士

を
早
い
時
期
の
制
作
年
代
と
推
定
し
て
い
る
〈
「
三
十
三
所
寺
院
の
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参
詣
畏
茶
羅
の
位
置
」
浅
野
清
編
『
西
国
三
十
三
所
霊
場
寺
院
の
総

合
的
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九

O
年
〉
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
一
九
九
八
年
三
月
に
北
野
天
満
宮
に
お
い
て
、

本
絵
図
を
熟
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
際
に
下
坂
守
氏
よ

り
、
本
絵
図
の
材
質
は
、
自
の
粗
い
「
室
町
絹
」
と
称
さ
れ
る
、
戦

国
時
代
に
典
型
的
に
用
い
ら
れ
た
絹
本
で
あ
る
と
の
ご
教
示
を
得
た
。

さ
ら
に
、
中
世
の
文
献
史
料
と
の
対
応
関
係
か
ら
中
世
後
期
作
成

説
を
積
極
的
に
支
持
す
る
の
が
、
徳
田
和
夫
で
あ
る
。
徳
田
は
、
北

野
社
参
詣
隻
茶
羅
に
描
か
れ
た
本
殿
の
背
後
と
北
側
の
摂
社
@
末
社

が
立
ち
な
ら
ぶ
光
景
が
、
『
北
野
宮
寺
縁
起
取
要
』
(
鎌
倉
末
期
〉

の
「
小
神
次
第
」
の
配
列
順
、
お
よ
び
本
地
仏
名
の
記
載
と
一
致
す

る
と
し
、
ま
た
、
一
三
九
七
年
記
、
一
四
八
八
年
写
の
『
神
記
』
の

「
神
変
霊
応
記
」
「
神
拝
次
第
」
と
も
対
応
す
る
と
し
て
、
中
世
後

期
の
実
際
の
社
頭
風
景
に
忠
実
な
絵
図
で
あ
る
と
し
て
い
る
〈
『
絵

語
り
と
物
語
り
』
平
凡
社
、
一
九
九

O
年
〉
。

た
だ
し
、
こ
の
摂
社
@
末
社
群
の
表
現
に
つ
い
て
、
黒
田
龍
二
は
、

建
築
学
的
に
は
屋
根
形
式
が
入
母
屋
か
切
妻
か
は
大
き
な
問
題
で
、

北
野
社
参
詣
畏
茶
羅
の
た
く
さ
ん
の
摂
社
@
末
社
が
、
ほ
と
ん
ど
入

母
屋
造
風
に
描
か
れ
て
い
る
点
は
信
じ
難
い
と
述
べ
て
い
る
〈
「
床

下
参
鐘
・
床
下
祭
儀
」
『
月
刊
百
科
』
三

O
三
、
一
九
八
八
年
〉
。

さ
ら
に
、
続
く
論
文
は
、
徳
田
論
文
へ
の
反
論
と
し
て
の
色
彩
が

強
い
が
、
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
の
立
場
は
前

稿
と
変
わ
り
な
い
(
黒
田
龍
二
「
図
像
解
釈
の
位
相
北
野
社
参
詣

受
茶
羅
を
め
ぐ
っ
て
」
『
月
刊
百
科
』
三
四
八
、
一
九
九
一
年
〉
。

以
上
の
通
説
に
対
し
て
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
の
成
立
年
代
に
つ

い
て
大
胆
な
推
論
を
行
な
っ
た
の
が
、
西
山
克
で
あ
る
。
西
山
は
、

「
二
本
杉
」
と
「
影
向
の
松
」
と
い
う
樹
木
の
図
像
な
ど
の
検
討
か

ら
、
文
安
元
年
(
一
四
四
四
〉
以
前
の
作
成
と
推
定
し
た
(
「
幼
童

の
病
い
と
治
癒
|
『
北
野
畏
茶
羅
』
を
読
む
i

」
『
芸
能
』
三
四
ー

三
、
一
九
九
二
年
〉
。
さ
ら
に
、
西
山
は
、
室
町
将
軍
足
利
義
持
が

こ
の
絵
図
を
北
野
社
に
奉
納
し
た
も
の
と
推
論
し
、
文
安
元
年
を
さ

ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
時
期
の
作
成
で
あ
る
こ
と
を
補
強
し
た
(
『

聖
地
の
創
造
力
!
参
詣
畏
茶
羅
を
読
む
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
〉
。

し
か
し
、
境
内
景
観
が
比
較
可
能
な
向
時
代
の
絵
画
史
料
に
欠
け
、

参
詣
人
物
を
数
多
く
描
い
た
参
詣
蔓
茶
羅
の
形
式
と
し
て
は
い
か
に

も
阜
過
ぎ
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
境
内
景
観
の
全
体
的
な
比
較

検
討
を
重
視
す
る
筆
者
の
立
場
と
し
て
は
、
こ
の
西
山
の
推
論
に
は

賛
同
し
が
た
い
。
樹
木
や
人
物
図
像
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
歴
史
上

の
図
像
に
比
定
で
き
る
か
ど
う
か
確
誌
が
な
く
、
そ
う
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
伝
承
的
図
像
の
表
現
が
参
詣
畏
茶
羅
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
る
限
り
、
作
成
年
代
推
定
の
絶
対
的
な
論
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

な
お
、
西
山
は
、
本
絵
図
を
垂
迩
画
を
踏
襲
し
た
礼
拝
酉
で
、
参

詣
憂
茶
羅
の
概
念
で
縛
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
質
な
絵
図
と
と
ら
え

て
い
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
参
詣
憂
茶
羅
を
な
る
べ
く
幅
広
い

概
念
の
下
に
把
握
し
よ
う
と
考
え
て
き
た
た
め
〈
拙
稿
「
社
寺
参
詣

受
茶
羅
の
世
界

1
1
5
」
月
刊
百
科
三
一
三
、
三
一
六
、
三
一
九
、

三
二
三
、
三
二
五
、
一
九
八
八

i
一
九
八
九
年
〉
、
本
稿
で
は
従
来

の
呼
称
に
し
た
が
っ
て
「
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
」
と
し
て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
北
野
社
参
詣
畏
茶
羅
の
ト
レ
ー
ス
図
版
(
図
同
〉
が
福
原

敏
男
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
先
述
の
中
世
の
文
献
史
料

と
の
整
合
性
を
確
認
し
て
み
た
い
〈
大
阪
市
立
博
物
館
編
『
社
寺
参

詣
受
茶
羅
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
〉
。

『
北
野
宮
寺
縁
起
取
要
』
の
「
小
神
次
第
」
に
お
い
て
は
、
本
地

仏
の
記
載
を
省
略
し
て
以
下
に
記
せ
ば
、
東
端
よ
り
「
三
所
皇
子

図
四
北
野
社
参
詣
畏
茶
羅

20 議。

貴

布

禰

老

松

十

二

所

福

部

十

禅

師

尼

神

早

鳥

今

雄

火

御

子

朝

B
寺

那

伊

鎌

毘

沙

門

堂

一

奉

周

釈

明

神

一

品

社

二

品

社

小

社

無

名

自

大

夫

殿

松

童

八

幡

夷

三

郎
殿
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
白
大
夫
殿
」
に
つ
い
て
は

「
作
中
門
内
」
、
「
松
章
八
幡
」
に
つ
い
て
は
「
作
南
門
外
」
と
の

傍
書
が
あ
る
(
神
道
大
系
編
纂
会
編
『
神
道
大
系
神
社
編
十
一

北
野
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
八

年
)
。

次
に
、
『
神
記
』
の
「
神
拝
次
第
」

は
、
福
原
敏
男
に
よ
れ
ば
、
「
三
所
嘉

子

貴

船

老

松

後

戸

舎

利

拝

十

二

所

福

部

十

禅

師

平

野

尼

神

御

霊

早

鳥

今

雄

火

御

子

朝

日

寺

那

伊

鎌

田

地

沙

門

堂

一

拳

新

経

蔵

周

釈

明

神

知

法

堂

一

位

殿

従

一

位

殿

三

位

殿

一

夜

松

御

池

大

判

事

二

本

杉

南

門

外

夷

三

郎

殿

松

童

門

内

御

塔

法

花

堂

白

太
夫
次
庭
御
所
作
金
輪
北
斗
」
の

参
拝
順
路
と
さ
れ
る
(
大
阪
市
立
博
物

館
編
『
社
寺
参
詣
星
茶
羅
』
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
、
た
だ
し
注
記
は
省
略
〉
。

こ
の
両
者
の
順
序
は
完
全
に
同
一
で

は
な
く
、
ま
た
、
一
方
の
み
に
記
載
さ

コ
附

J

一

寛

算

一

一

入

寺

一

一
一
一
殿
大
門
一

一
内
供
泰
一

一一一一
E
橘
逸
勢
一

一

飛

梅

一

一四
E
路
大
夫
一

↑
五
文
大
失
一

一
六
淡
路
携
帯
…

一
七
大
弐
広
継
一

一
八
老
松
一

F
I
t
-
-
t
l
'
L
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門
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月
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所
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寸
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れ
て
い
る
神
名
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
北
野
社
参
詣
受
茶
羅
(
図

凶
〉
に
描
か
れ
た
摂
社
@
末
社
群
の
文
字
注
記
と
も
完
全
に
対
応
す

る
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
黒
田
龍
二
の
指
摘
と
も

あ
わ
せ
、
北
野
社
参
詣
畏
茶
羅
に
描
か
れ
た
境
内
の
表
現
が
果
た
し

て
中
世
後
期
の
実
際
の
社
頭
風
景
に
忠
実
な
絵
図
で
あ
る
か
ど
う
か

は
疑
問
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
北
野
社
参
詣
夏
茶
羅
に
み
る
社
頭
景
観
に
つ
い
て
、
前

章
で
の
検
討
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
近
世
初
期
風
俗
画
に
描
か
れ

た
北
野
社
と
比
較
す
れ
ば
、
す
で
に
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
〈
難

波
田
徹
@
岩
鼻
通
明
編
『
神
社
古
図
集
続
編
』
臨
川
書
底
、
一
九

九

O
年
〉
、
慶
長
の
大
改
築
以
降
の
北
野
社
の
景
観
と
共
通
す
る
点

が
多
く
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
、
回
廊
と
三
光
門
の
表
現
、
そ
し
て
、
袴
腰
付
き
の
入

母
屋
屋
恨
の
楼
造
の
鐘
楼
、
表
門
脇
の
多
宝
塔
な
ど
の
描
写
は
先
に

検
討
し
た
江
戸
初
期
の
絵
図
の
表
現
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

来
の
説
に
お
い
て
、
室
町
後
期
と
さ
れ
て
い
た
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅

の
作
成
年
代
と
同
時
期
の
絵
図
に
お
い
て
は
、
前
章
で
検
討
し
た
よ

う
に
、
回
廊
、
三
光
門
、
多
宝
塔
の
表
現
は
み
え
ず
、
鐘
楼
の
形
式

も
異
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
絵
図
表
現
の
類
似
性
か
ら
、
た
だ
ち
に
北
野
社
参

詣
受
茶
羅
の
作
成
年
代
を
江
戸
初
期
と
す
る
に
は
問
題
が
残
る
。
そ

れ
は
、
先
述
の
「
小
神
次
第
」
に
は
「
中
門
」
、
「
神
拝
次
第
」
に

は
「
門
内
御
塔
」
と
い
っ
た
記
載
が
み
え
、
中
世
に
中
門
と
塔
が
存

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
可
能
性
と

し
て
は
、
北
野
社
参
詣
星
茶
羅
は
前
章
で
検
討
し
た
初
期
洛
中
洛
外

図
な
ど
よ
り
も
更
に
古
い
時
期
の
景
観
を
描
い
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。中

世
前
期
の
北
野
社
の
景
観
は
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
の
諸
本

や
、
十
三
世
紀
後
半
の
「
隆
一
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
、
「
融
通
念
仏
縁
起

絵
巻
」
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
詳
細
に
北
野
社
を
描

い
た
絵
巻
と
し
て
「
慕
帰
絵
」
巻
第
六
@
第
一
段
が
あ
げ
ら
れ
る
〈

図
日
〉
。
「
慕
帰
絵
」
は
、
一
三
五
一
年
に
成
立
し
た
浄
土
真
宗
本

願
寺
の
覚
如
上
人
の
伝
記
絵
巻
で
あ
る
が
、
一
三
一
二
年
に
覚
如
が

宿
願
に
よ
り
法
楽
の
た
め
詩
歌
を
北
野
聖
廟
に
奉
納
し
た
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
〈
真
保
亨
編
『
慕
帰
絵
詞
』
至
文
堂
、
一
九
八
一
年
〉
。

こ
こ
で
は
、
鳥
居
か
ら
本
殿
に
至
る
ま
で
の
北
野
社
の
境
内
景
観

が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
巻
と
い
う
制
約
上
、
参
詣
路
に
沿
っ
た

建
物
な
ど
が
描
か
れ
る
に
留
ま
り
、
境
内
絵
図
の
よ
う
な
面
的
拡
が

り
を
有
す
る
表
現
で
は
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
レ
か
し
、
表
現

自
体
は
詳
細
で
あ
り
、
大
鳥
居
の
左
下
に
は
石
鳥
居

(
G
〉
と
二
基

の
小
社
〈
J
〉
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
進
め
ば
四
脚
門
の
表
門

(
D
〉

を
く
ぐ
り
、
さ
ら
に
回
廊
と
思
わ
し
き
廊
下
を
付
し
た
中
門

(
M
〉

が
あ
り
、
そ
の
奥
に
拝
殿
@
本
殿
〈

A
〉
が
鎮
座
す
る
。
拝
殿
の
脇

に
は
人
々
の
集
う
楽
の
間
ら
し
き
建
物
も
み
え
る
。
面
的
表
現
で
は

な
い
た
め
、
中
門
と
楽
の
聞
が
回
廊
で
繋
が
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
本
殿
・
拝
殿
の
背
後
の
摂
社
・
米
社
や
、
多

宝
塔
、
鐘
楼
は
み
え
な
い
。

こ
の
「
慕
帰
絵
」
に
描
か
れ
た
北
野
社
の
境
内
に
は
中
門
が
存
在
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す
る
な
ど
、
先
述
の
中
世
の
文
献
史
料
と
対
応
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
章
で
検
討
し
た
室
町
後
期
の
初
期
洛
中
洛
外

図
に
描
か
れ
た
北
野
社
と
は
異
な
る
境
内
の
景
観
が
十
四
世
紀
に
は

存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

図

凶

慕

帰

絵

〆
伊 J侶悲!

も
っ
と
も
、
黒
田
龍
二
に
よ
れ
ば
、
北
野
社
の
現
本
殿
の
造
立
〈

一
六

O
七
年
〉
ま
で
に
、
九
七
三
年
、
一
二
三
四
年
、
一
四
四
四
年
、

一
四
九

O
年
と
五
回
国
禄
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
さ
れ
る
た
め
(
「

北
野
天
満
宮
本
殿
と
舎
利
信
仰
」
『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』

三
三
六
、
一
九
八
四
年
〉
、
境
内
の
景
観
が
変
化
し
て
い

る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
福
山
敏
男
は
、
北
野
縁
起
に
よ
る
と
、
九
四

七
年
に
現
在
地
に
始
め
て
社
殿
を
造
り
、
度
々
改
造
し
て

九
五
七
年
に
は
桧
皮
葺
の
「
三
間
三
面
庇
」
の
神
殿
を
造
っ

た
と
い
い
、
そ
の
後
ま
も
な
い
こ
ろ
に
現
在
の
に
近
い
形

に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
現
在
の
社
殿
は
、
細

部
の
点
は
別
と
し
て
、
大
体
の
形
式
は
古
く
か
ら
の
も
の

に
よ
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
(
『
神
社
建
築
の
研
究
』
中

央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
四
年
)
。
と
す
れ
ば
、
秀
頼

の
大
改
築
は
北
野
社
境
内
を
戦
乱
で
荒
廃
す
る
以
前
の
十

四
世
紀
頃
の
景
観
に
復
興
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
北
野
社
参
詣
蔓
茶
羅
の
作
成
年
代

に
つ
い
て
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
一
に
、
十
四
世
紀
当
時
の
景
観
を
同
時
代
に

作
成
し
た
も
の
。
第
二
に
、
復
興
の
勧
進
の
た
め
に
、
十

四
世
紀
当
時
の
景
観
を
復
元
表
現
し
て
、
い
わ
ば
復
興
プ

ラ
ン
図
と
し
て
室
町
後
期
に
作
成
し
た
も
の
。
第
三
に
、

慶
長
の
大
改
築
以
降
の
景
観
を
同
時
代
に
作
成
し
た
も
の
。

11形
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第
四
に
、
慶
長
の
大
改
築
以
降
の
景
観
に
十
四
世
紀
当
時
の
摂
社
@

末
社
群
の
復
元
表
現
を
描
き
加
え
て
、
聖
域
の
理
想
像
を
描
き
出
し

た
も
の
。

第
一
の
可
能
性
は
、
人
物
図
像
の
表
現
や
材
質
の
「
室
町
絹
」
な

ど
か
ら
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
の
表
現
様
式
は
室
町
後
期
以
降
と
推

定
さ
れ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
否
定
さ
れ
よ
う
。
第
二
の
可
能
性
は
、

参
詣
隻
茶
羅
の
場
合
、
し
ば
し
ば
勧
進
の
た
め
に
過
去
の
境
内
景
観

が
復
元
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
(
藤
沢
隆
子
「

参
詣
憂
茶
羅
の
成
立
」
浅
野
清
編
『
近
畿
地
方
を
中
心
と
す
る
霊
場

寺
院
の
総
合
的
研
究
』
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
五
年
〉
、

北
野
社
参
詣
長
茶
羅
は
絹
本
で
あ
り
、
そ
の
用
途
は
庶
民
へ
の
勧
進

向
け
の
絵
図
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
と
、
大
改
築
が
豊
臣
家
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
こ
の
可
能
性
も
少
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
、
慶
長
の
大
改
築
以
降
の
絵
画
史
料
と
の
表
現
の
共
通
部

分
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
可
能
性
の
高
い
の
は
、
第
三
か

第
四
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
は
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
隻
茶
羅
的
色
彩
を
有
し
て
お
り
、
絹

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
礼
拝
用
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
想
定
さ

れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
実
の
境
内
景
観
を
く
ま
な
く
描
い

た
絵
図
で
な
く
、
北
野
社
の
聖
域
空
間
の
理
想
像
を
表
現
し
た
内
容

で
も
差
し
支
え
が
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
は
聖
域
の
案
内
図
で
あ
る
が
、
作
成
当

時
に
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
な
過
去
の
景
観
も
し
く
は
伝
承
的
図
像

〈
樹
木
表
現
な
ど
〉
が
一
部
に
混
入
し
て
い
た
と
し
て
も
問
題
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
伝
承
的
表
現
こ
そ

が
参
詣
隻
茶
濯
の
空
間
表
現
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
の
左
上
の
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
土

塁
ら
し
き
表
現
は
、
お
そ
ら
く
秀
吉
の
築
い
た
御
土
居
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
江
戸
初
期
作
成
説
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
絵
図
よ
り
後
世
の
も
の

で
は
あ
る
が
、
一
七

O
一
一
年
作
成
の
「
京
都
惣
曲
輪
御
土
居
絵
図
」

に
は
、
北
野
社
境
内
に
隣
接
す
る
御
土
屠
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
る

(
京
都
文
化
博
物
館
編
『
秀
吉
と
京
都
ー
豊
国
神
社
社
宝
展
』
豊
国

神
社
、
一
九
九
八
年
〉
。
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四

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
中
近
世
の
絵
図
に
み
る
北
野
社
境
内

の
景
観
表
現
か
ら
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
を
行
な
い
、

北
野
社
参
詣
蔓
茶
羅
の
作
成
年
代
は
、
従
来
の
説
と
は
異
な
り
、
慶

長
の
大
改
築
以
降
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
証
し
た
。
た
だ
し
、

本
稿
で
は
、
北
野
天
満
宮
伝
来
の
古
文
書
を
含
め
て
、
・
中
世
後
期
か

ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
文
献
史
料
の
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
個
々
の
絵
図
を
比
較
す
れ
ば
、
同
時
代
の
絵
図
で
あ
っ
て

も
、
細
部
の
表
現
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
ず
、
史
料
と
し

て
の
信
頼
性
の
問
題
が
残
る
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
同
一



対
象
を
表
現
し
た
数
多
く
の
種
類
の
絵
図
が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ

れ
ら
か
ら
抽
出
さ
れ
る
共
通
項
は
信
頼
度
が
か
な
り
高
く
な
る
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
絵
図
と
文
字
史
料
は
相
互
補
完
的
役
割
を
果
た
す
も

の
で
は
あ
ろ
う
が
、
参
詣
隻
茶
羅
と
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
図
と
を
通

絵
図
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
見
解
を
再
検
討

す
べ
き
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
の
論
証
を
本
稿
で
は
試
み
た
の
で
あ

ず
匂
。

な
お
、
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
以
外
に
も
、
京
の
社
寺
を
描
い
た
参

詣
隻
茶
羅
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
の
で
、
同
様
に
近
世
初
期
風
俗
画

と
の
通
絵
図
的
比
較
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
解
明
さ

れ
る
部
分
も
出
て
く
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
際
、
洛
中
洛
外
図
な
ど
と
、
参
詣
蔓
茶
羅
の
用
途
の

違
い
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
剛
三
は
、
洛
中
洛
外
図

は
社
寺
憂
茶
羅
の
集
合
体
で
あ
り
、
第
二
定
型
の
洛
中
洛
外
図
は
参

詣
受
茶
羅
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
述
べ
る
が
〈
「
洛
中
洛
外
図
と

社
寺
隻
茶
羅
」
『
古
美
術
』
八
八
、
一
九
八
八
年
〉
、
洛
中
洛
外
図

は
、
や
は
り
京
の
町
の
風
俗
を
活
写
し
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
り
、

人
物
図
像
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
中
世
の
宮
受
茶
羅
と
は
一
線
を

画
す
る
も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
洛
中
洛
外
図
の
人
物
図
像
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
参
詣
隻

茶
羅
が
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
、
洛
中
洛
外
図
が
あ

く
ま
で
も
上
流
社
会
の
絵
図
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
般
的
に
参

詣
隻
茶
羅
は
庶
民
レ
ベ
ル
で
の
勧
進
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

絵
師
の
点
に
し
て
も
、
狩
野
派
本
流
の
絵
師
が
作
成
に
あ
た
っ
た
洛

中
洛
外
図
と
、
町
絵
師
の
工
房
が
大
量
制
作
し
た
参
詣
畏
茶
羅
と
で

は
、
ど
ち
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
た
か
は
自
明
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

洛
中
洛
外
図
が
京
の
町
を
描
い
た
「
新
図
」
と
し
て
関
心
を
集
め

た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
風
景
画
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
京
の
町
の

案
内
図
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を

参
考
に
し
て
、
参
詣
畏
茶
羅
も
「
聖
域
の
案
内
図
」
と
し
て
確
立
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

参
詣
憂
茶
羅
を
描
い
た
絵
師
、
あ
る
い
は
工
房
の
所
在
は
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
近
世
初
期
風
俗
画
か
ら
参
詣
蔓
茶
羅
が
受

け
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
両
者
の
関
連
性
を
模

索
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
面
の
研
究
が
深
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
、
北
野
社
参
詣
畏
茶
羅
の
空
間
表
現
の
枠
組
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
と
、
洛
中
洛
外
図
や
遊
楽
図
と
い
っ
た
近
世
初
期
風
俗
画

に
お
い
て
は
、
北
野
社
の
空
間
表
現
は
、
先
述
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど

が
東
か
ら
み
た
視
点
で
磁
を
上
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

洛
中
洛
外
図
の
空
間
表
現
の
定
型
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他

の
絵
図
の
場
合
も
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
北
野
社
参
詣
憂
茶
羅
は
、
北
を
上
に
し
て
描
か
れ
て

お
り
、
こ
の
定
型
と
は
異
な
る
空
間
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

上
部
に
他
界
と
し
て
の
山
、
中
央
部
に
社
寺
の
聖
域
、
下
部
に
参
詣

路
を
描
く
と
い
う
参
詣
憂
茶
羅
一
般
に
共
通
す
る
空
間
表
現
の
枠
組
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が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

上
部
の
山
は
、
さ
ほ
ど
の
高
山
に
は
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
北
野

社
の
北
東
に
あ
る
船
岡
山
と
想
定
さ
れ
る
。
洛
中
洛
外
図
に
も
、
し

ば
し
ば
北
野
社
の
右
手
に
船
岡
山
が
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

下
部
に
描
か
れ
た
こ
頭
の
馬
も
参
詣
路
の
象
徴
的
表
現
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
北
野
社
参
詣
長
茶
羅
は
異
質
の
参
詣
憂
茶
羅
と
は
い

え
、
確
か
に
参
詣
隻
茶
羅
の
特
徴
と
な
る
べ
き
要
素
を
内
包
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
参
詣
憂
茶
羅
に
み
ら
れ
る
聖
域
の
空
間

表
現
の
特
徴
は
、
個
別
の
参
詣
隻
茶
羅
に
つ
い
て
の
関
連
絵
図
群
と

の
通
絵
図
的
研
究
、
お
よ
び
参
詣
隻
茶
羅
相
互
の
通
絵
図
的
比
較
研

究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
と
り

あ
え
ず
、
そ
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
一
九
九
八
年
六
月
に
大
谷
大
学
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
日
本
宗
教
民
俗
研
究
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容

を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
時
に
大
森
恵
子
氏
よ
り
天
神
像

の
図
像
分
析
か
ら
年
代
比
定
が
で
き
る
の
で
は
と
の
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
が
、
こ
の
方
法
は
肖
像
画
研
究
の
分
野
と
な
り
、
筆
者
の
歴

史
地
理
学
的
方
法
論
を
い
さ
さ
か
超
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿

で
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
野
社
参
詣
隻
茶
羅
の
今

後
の
研
究
課
題
と
な
る
べ
き
面
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
山
克
氏

か
ら
は
種
々
の
ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
が
、
北
野
社
参
詣
受
茶
羅
の

作
成
動
機
と
し
て
、
豊
臣
家
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
示
さ
な
い
限
り
、

西
山
説
へ
の
十
分
な
反
論
と
は
な
り
え
な
い
た
め
、
豊
臣
家
と
北
野

社
と
の
関
連
を
解
き
明
か
す
作
業
も
ま
た
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
北
野
社
参
詣
畏
茶
羅
の
熟
覧
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
北
野
天
満
宮
禰
宜
湯
浅
典
男
氏
、
京
都
国
立
博
物
館
下
坂
守
氏
、

菌
学
院
大
学
吉
田
敏
弘
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
絵
図
学

の
構
築
作
業
を
共
に
模
索
し
続
け
て
き
た
葛
川
絵
図
研
究
会
の
会
員

諸
氏
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

円
新
刊
紹
介
凶
岩
鼻
通
明
@
嶋
田
忠
一
一
編
『
日
本
民
俗
誌
集
成

第
一
ニ
巻
東
北
編

(
2
〉
秋
田
県
@
山
形
県
』
=
二
番
一
房
、
一
九

九
八
年
七
月
、
本
体
価
格
二
三

0
0
0
円。

〔
秋
田
県
]

『

哀

楽

夜

話

』

渡

辺

五

郎

作

『

雪

と

民

俗

』

武

藤

鉄

城

『

マ

タ

ギ

の

皇

』

越

前

谷

武

左

衛

門

『
炉
ば
た
も
の
が
た
り
』
打
矢
義
雄

『

男

鹿

風

土

誌

』

吉

田

三

郎

〔
山
形
県
〕

『
見
た
り
聞
い
た
り
』
高
瀬
地
区
連
合
老
友
会
編

『
大
井
沢
中
村
の
民
俗
』
佐
藤
義
則

『
小
国
の
民
俗
風
土
記
』
奥
村
幸
雄

『

荒

沢

の

民

俗

』

庄

内

民

俗

学

会

以
上
の
民
俗
誌
を
復
刻
し
て
収
録
し
、
巻
末
に
解
題
・
解
説

(
民
俗
誌
論
〉
@
民
俗
誌
文
献
目
録
を
付
す
。
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